
開館時間：午前９時～午後 5時
料金：大人（高校生以上）700 円
           小・中学生　　　　300 円　
協力：立原道造記念会、立原道造の会

4月 24日（木）～
7月 14日（月）※会期中無休

軽井沢高原文庫
〒389―0111 長野県北佐久郡軽井沢町塩沢湖 202‐3
Tel.0267-45-1175　http://www.karuizawataliesin.com

碓氷・軽井沢 IC から車で約 15 分　軽井沢駅・中軽井沢駅からは
タクシー 10 分または軽井沢町内循環バス「塩沢湖」停留所下車
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深沢紅子野の花美術館

生誕 100年

2014年

軽井沢高原文庫

立原道造詩碑　軽井沢高原文庫前庭
設計・磯崎新

立原道造、銀座ニユー・トーキヨウで　1938 年春

画讃　1938 年

5 月 17 日（土）13：00 ～ 14:30
料金 : 一般 1000 円　※要予約
定員 :15 名　案内 : 当館学芸員
追分・浅間神社前駐車場に 13：00 集合

四季派の抒情詩人立原道造の生誕 100 年を記念し、「立原道造と軽井沢」展
を開催します。立原道造は 1914 年、東京・日本橋橘町に生まれ、府立三中、
旧制一高、東京帝大建築学科卒業、石本建築事務所に勤めました。その間、
堀辰雄、室生犀星らと交友を深め、詩などの創作を続けましたが、病気のた
め 1939 年、24 歳 8ヶ月で世を去りました。立原は、1934 年夏、堀辰雄に
誘われて初めて軽井沢を訪れ、以来亡くなる前年まで毎夏続いた浅間山麓で
の＜村ぐらし＞を通じ、『萱草に寄す』「浅間山麓に位する芸術家コロニイの
建築群」等の優れたソネットや建築作品を生みました。本展は立原の詩的世
界を育んだ軽井沢において、立原と当地の関わりを中心に、彼の足跡を紹介
するものです。詩稿、設計図、パステル画、書簡、著作、初出誌、建築模型
など貴重な資料約 200 点を展観します。

スケッチ　無題［豊田氏山荘外観］1938 年 6月

  2014 関連展示
「深沢紅子と立原道造（生誕 100 年）展」
  7 月 1 日（火）～ 11 月 3日 ( 月）※会期中無休
  会場：深沢紅子野の花美術館（当館から徒歩 5分）
｢立原道造の世界」（小展示）
  7 月 25 日（金）～ 9月 30 日 ( 火）※会期中無休
  会場：堀辰雄 1412 番山荘（当館中庭）

　   イベント　
文学散歩「新緑の追分を歩く～立原道造ゆかりの場所を訪ねる～」

開館 30周年

立原道造と
軽井沢展

パステル画　1931 年頃


